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磯
の
香
り
と
波
の
立
弓
さ
わ
や
か
な
緑
の
中
の
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
、
魚
津
総
合
公
園
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・

ラ
ン
ド
」
は
、
楽
し
い
乗
物
が
い
っ
ぱ
い
の
お
と
ぎ

の
世
界
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
、
ス
リ
ル
、
そ
し
て
愛
ら

し
い
花
や
緑
の
芝
生
。
こ
こ
に
は
一
日
た
っ
ぷ
り
楽

し
め
る
お
お
き
な
、
お
お
き
な
休
日
が
待
っ
て
い
ま

す
。
サ
ァ
魚
津
水
族
館
を
ま
わ
っ
た
後
に
は
パ
パ
、

マ
マ
一
緒
に
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
ラ
ン
ド
」
で
遊
び
ま

せ
ん
か
、
海
と
空
と
緑
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族

お
揃
い
で
ど
う
ぞ
お
待
ち
し
ま
す
。

〈
施
設
の
ご
案
内
〉

開
園
期
間
H
3
月
初
日
か
ら
日
月
初
日
ま
で
、
期
間

中
無
休
で
開
園
時
間
釧
9
時
よ
り
附

5
時
、
入
園
料

大
人
一

O
O円
・
小
人
五

O
円

〈
遊
具
案
内
v

①
ワ
ン
ダ
ー
ホ
イ
ー
ル
(
大
観
覧
車
)

0
0円
・
小
人

一
O
O円

大
人

(2) 

②

メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

大
人

・
小
人

一
O
O円

③
チ
ェ
ー
ン
タ
ワ

l

大
人

・
小
人
一

O
O
円

④
お
と
ぎ
列
車
(
弁
慶
号
)
大
人
・
小
人
一

O

O
円

⑤
サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル
大
人
二

O
O円
・
小

人

一
O
O円

⑥

サ

イ

ク

ル

電

車

大

人

・
小
人
一

O
O
円

⑦
バ
ッ
テ
リ
カ
l

大
人

・
小
人

一
O
O円

③
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
飛
行
機
大
人

・
小
人
一

0
0

円
⑨
子
リ
ス
の
ジ
ャ
ン
プ
大
人

・
小
人
一

O
O円

な
お
、
現
在
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
ラ
ン
ド
に
併
設
し
市

が
建
設
中
の
日
本
海
側
随
一
の
大
海
水
プ
l
ル
(延
長

m
m・
大
ス
ラ
イ
ダ
ー

3
基
)
は
7
月
上
旬
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
あ
り
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
ラ
ン
ド
と
も
ど

も
御
来
園
の
程
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。



受

付

午

前

8
時

開

式

午

前

9
時

い
ず
れ
も
各
学
校
で
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
小
・
中
学
校
の
卒
業
式

.
3
月
日
日
附

西
部
中
学
校
東
部
中
学
校

.
3
月
四
日
幽

大
町
小
学
校
村
木
小
学
校

住
吉
小
学
校
松
倉
小
学
校

本
江
小
学
校
片
貝
小
学
校

吉
島
小
学
校
道
下
小
学
校

経
由
小
学
校
坪
野
小
学
校

.
3
月
刊
日
出

上
中
島
小
学
校
上
野
方
小
学
校

西
布
施
小
学
校

-
3
月
詑
日

ω

白
倉
小
学
校

マ
幼
稚
園
の
入
園
及
び
卒
園
式

入
国
式

4
月
8
日
幽

受

付

午

前

9
時
初
分

間
式
午
前
日
時

3
月
口
日
附
大
町
幼
稚
園

3
月
山
日
出
経
団
幼
稚
園

延
八

O
一
、
二
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
近

代
的
な
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

総
工
費
一
億
三
千
二
十
七
万
五
千
円

を
要
し
、
大
会
議
室

・
研
修
室

・
実
習

室

・
図
書
室
な
ど
が
あ
っ
て
、
今
後
の

地
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場

と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

一
方
、
消
防
署
経
団
分
遣
所
(
消
防

団
第
ロ
分
団
詰
所
)
は
、
百
四
十
四
、

O
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
経
団
地
区
に

お
け
る
消
防
活
動
の
か
な
め
と
し
て
新

築
し
ま
し
た
。

工
事
費
は
、

一
千
九
百
五
十
二
万
五

千
円
で
、
分
遣
所
事
務
室
・
車
庫
(
消

防
車
二
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
一
台
)

及
び
詰
所
か
ら
な

っ
て
お
り
ま
す
。

…
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
…

一
・
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

-
黒
谷
二
二
六

…

慶

伊

博

雄

…

五
O
、0
0
0円
一

「
'
i
l
i
l
i
l
i
--
1
・t
i
i
l
i
-
-

・ii
l
i
-
-
-!
1
L

一………
…
鋪
洲一
瀬
川瀬
禦
綴
織
家
製
裁
…………
…

経
団
公
民
館

消
防
署
経
由
分
遣
所

竣
工
な
る
/

ま
も
な
く
新
し
い
学
年
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
と
し
市
内
の
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、
七

O
八
名
で
、
昨
年
よ
り
一
二

O
名
減
、
ま
た
中
学
校

は
八
一
四
名
で
昨
年
よ
り
七

O
名
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

護
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
各
小
学
校
を

通
じ
て
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
。

マ
入
学
式

小
学
校

1
4
月
6
日
附

受

付

午

前

9
時

間

式

午

前

9
時
却
分

中
学
校
l
4
月
7
日
嗣

「
入
学
通
知
書
」

小
学
校
の
新
入
学
児
童
の
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
「
入
学
通
知
書
」
を
2
月
下

旬
ご
ろ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
通
知
も

れ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
教
委
へ
ご

連
絡
願
い
ま
す
。

な
お
、
中
学
校
の
新
入
学
生
徒
の
保

4ジ

ρ 

てh

A
U
G
-
-
Y
 

や

ミ〉

昨
年
6
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
い

た
経
団
公
民
館
及
び
消
防
署
経
団
分
遣

所
が
経
団
駅
う
ら

(経
団
福
祉
セ
ン
タ

ー
横
)
に
完
成
し
て
、

2
月
お
日
に
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。
同
公
民
館
は
、

。
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D 

卒
園
式

雛まつりは、もとひいなあそび

といって遠く平安時代に始まつ芝

といわれる。 rひいな」は、雛の

古語で rJJ¥さくてかわいらしい」

という意昧を持つという。

もともと「ひとガ疋」として厄ば

らい的な役目を負い川に流されて

いだ雛も、やがて包年3月3日に

飾り祭ることによって、少女達の

健やかな成長と章多い未来を願う

祭りとなった。今では子供達の最

も楽しい行事の一つであり、大人

にとっても、雛人形の壊のある笑

みに幼いころをふと思いおこすな

つかしい祭りでもある。

ミラージュ・ランドへ 3月20日開圏---2
幼-小-中学校入学式一一一一一一一3
都市計画の決定について一一一4
皆んなで守ろう住み良い環境ー5
税申告はもうお済みでしょうか ---6""'7 

みんなの年金一一一一一一一一8
あなたの国保一一一一一一一一9
みんなのスポーツ..-_-------ー------10

市内の交通事故発生状況-一一一竹

57年度市壮年海外派遣事業報告---12

あなだと図書館ー--------._----------竹

青少年育成市民会議だよりー-----13

保健だより--ー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-14
戸ザラシの愛初l募集ーー-------------15

あしらせ-ーーーー・ーー・ー・・・・・ー・・・・・・・・16""'17

目で見るいまむかし-----------・・・・18
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一
、
用
途
地
域
の
一
部
を
変
更

市
の
現
行
の
用
途
地
域
は
、
川
崎
年
ロ

月
お
日
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

後
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
と
用
途
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
環
境
変
化
等
に
伴

い
、
こ
の
た
び
次
の
と
お
り
見
直
し
一

部
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

用途地域変更箇所見取り平面図

臼 A

本江IJ、学校:¥lHU

8~ 

。
変
更
内
容

工 準 商 近 {主 第 第

用途地
2 1 

業
工 業

P鼻
居

腫住居専用
極住居専用2域也

指積定面計 業
商

域
地 地 業 地 グ〉

地 地
種類

域 域 域 域 域 I士重t包t 
"""-

433 46 51 27 36 183 69 21 
t習夏菌sを百a 

ク
タ。。。。。。。。
jレ

433 46 53 27 39 178 83 7 
変更千{叫愛 ) 。。。。。。。。

。
用
途
地
域
一
部
変
更
箇
所

(
図
面
の
と
お
り

号番図 ヘ面ク約ター積ル

用 途 地 域
変更地区

変 更 前 変 更 後

l 
友 i主主 14.0 

揮l種住居専用地域/住¥860壬0ノ~ 
草地住居専地域竣得¥/¥2386808003003¥ ノ¥ ノノ

大光寺

2 大光寺 2.2 住居地域 準工業地域

3 本 江 2.8 
住居地域一否⑮ 近隣商業地域

4 友 道 0.9 住居地 近隣商業地域

日
年
3
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
、

詳
細
に
つ
い
て
の
図
書
を
縦
覧
に

付
し
ま
す
。

(4) 

。
建
築
物
の
制
限
内
容

用
途
地
域
は
、
七
種
類
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
建
物
の
用
途
を
制
限
す

る
内
容
が
違
い
ま
す
。
ま
た
、
建

物
の
形
態
に
よ
る
制
限
に
は
、
建

ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
、
斜
線
制

限
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
も
種
類
ご

と
に
違
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
制
限

内
容
の
詳
細
は
「
建
築
基
準
法
」

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
、
墓
園
の
変
更

今
年
度
、
宮
津
霊
園
の
一
部
増

設
分
を
追
加
し
、
魚
津
バ
イ
パ
ス

線
計
画
分
を
除
外
し
て
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
し
た
。

墓
市計画 魚都津

園

へJ3L約9 i 面 変更前

積の

へJ3L的￥ E 面変更後

干~(の

凡例律)一室盟主 f図百
¥.f;Q.ノ ー建ぺい率 1 凶

三
、
火
葬
場
の
決
定

今
後
、
新
川
地
区
広
域
圏
西
部

火
葬
場
の
新
設
計
画
に
基
づ
き
、

魚
津
市
大
字
北
鬼
江
村
字
峠
(
上

野
方
地
区
)
地
内
に
お
い
て
、
(面

積
約
0
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
火
葬

場
の
位
置
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

魚
津
都
市
計
画
に
関
す
る
お
問

い
合
せ
は
、
都
市
計
画
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
(
内
線
2
8
0
番
)
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家
庭
で
の

ゴ
ミ
対
策

生
ゴ
ミ
は
よ
く
水
を
切
っ
て

み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
、
と
く
に
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
に

は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

水
分
の
多
い
ゴ
ミ
は
十
分
水
切
り
し

な
い
と
、
収
集
時
に
汚
水
が
道
路
上
に

流
れ
た
り
し
て
、
非
常
に
不
衛
生
と
な

り
ま
す
。
ま
た
焼
却
す
る
場
合
、
焼
却

能
力
が
著
し
く
低
下
し
、
経
費
も
そ
れ

だ
け
多
く
か
か
り
ま
す
。

台
所
の
ゴ
ミ
は
、
充
分
水
切
り
し
て

か
ら
収
積
場
に
出
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

捨
て
る
よ
り
生
か
そ
う

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
る
ゴ
ミ

に
は
、
実
に
多
く
の
化
学
製
品
や
燃
え

な
い
物
が
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
の
よ
う
に
、
た
と
え
燃
や
し
て
も

高
熱
を
出
し
て
焼
却
炉
を
痛
め
た
り
、

有
害
物
質
を
発
生
す
る
も
の
が
あ
り
、

公
害
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
殺
虫
剤
、
ス
プ
レ
ー
の
空

き
か
ん
な
ど
危
険
物
も
見
ら
れ
ま
す
。

爆
発
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
燃
え
る
ゴ

ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
区
分
は
必
ら
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
う
ち
紙
、
布
、
ビ
ン

類
、
金
属
類
な
ど
は
再
利
用
が
で
き
ま

す
。
資
源
の
少
な
い
わ
が
国
で
は
、
私

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ム
ダ
を
省
い
て

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

一

美
し
い
都
市
づ
く
り

一

市
で
は
、
今
年
は
一
層
の
環
境
美

化
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
民
総
参
加
で
清
掃
活
動
一

が
で
き
る
よ
う
、
市
保
健
衛
生
協
議

会
と
協
議
の
上
次
の
よ
う
な
日
程
を

組
み
ま
し
た
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

春
の

清

掃
日

4
月
別
日
側

夏
の
清
掃
週
間

7
月
行
日
岡山
か
ら

7
月
刊
抗
日
側
ま
で

一

秋
の

清

掃
日
刊
月
日
日
同

く
わ
し
い
こ
と
は
そ
の
都
度
広
報

し
ま
す
。

生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

が
、
資
源
の
節
約
と
ゴ
ミ
の
減
量
に
つ

な
が
り
経
費
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
。

次
の
表
は
、
一
年
分
の
各
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
種
類
と
、
成
分
を
図

表
化
し
た
も
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
再
利
用
で
き
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図

ゴ
ミ
の
三
成
分

(
日
年
4
月
i
弱
年

3
月
)

図

ゴ
ミ
の
種
類

(
日
年
4
月
i
弱
年
3
月
)

富
山
県
鵬
会
穣
員

選
挙

投
票
日

4
月
刊
日

申
住
所
を
移
転
し
た
方
の
投
票
は。

県
議
会
議
員
選
挙
が
、
4
月
刊
日

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、

他
の

市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
、

市

内
聞
で
住
所
を
移
転
さ
れ
た
方
の
投

票
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑨
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

3
月
幻
日
(
登
録
基
準
日
)
現
在
、

住
民
票
に
-
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
届
出
を
し
た

日
か
ら
引
き
続
き
3
か
月
以
上

(昭

和
町
年
ロ
月
幻
日
以
前
)
当
市
に
居

住
し
て
い
る
方
は
、
当
市
で
投
票
で

き
ま
す
が
、

昭
和
幻
年
ロ
月
お
日
以

後
に
転
入
届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
前

住
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
市
内
聞
で
住
所
を
移
転
さ
れ
た
方

2
月
お
固
ま
で
に
市
内
聞
で
住
所

を
移
転
し
、

市
民
課
へ
届
出
さ
れ
た

方
は
、
新
し
い
住
所
地
で
投
票
で
き

ま
す
が
、

3
月
1
日
以
降
に
届
出
さ

れ
た
方
や
、
届
出
の
手
続
き
を
し
て

な
い
方
は
、

従
前
の
住
所
地
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、

投
票
入
場
券
や
選
挙

公
報
は、

従
前
の
区
長
さ
ん
の
所
へ

行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
包
②
2
2

0
0
内
線
2
0
9
へ
ど
う
ぞ
。

(5) 
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申
告
は
、

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
グ

間県民部
@申告怯

既得部

包周~~固患を

今
年
の
申
告
書
は
2
月
中
旬
、
各
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
納
税
義
務
者
の
皆
さ

ん
に
配
布
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
を
よ
く
お
読
み
に
な

っ
て
必
要
事
項
を
-
記
入
さ
れ
お
早
め
に

市
税
務
課
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。
申
告
書
の
未
届
、
紛
失
又
は
書
き

損
っ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
税
務
課

へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
会
社
等

で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
、
家
族
の

扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
申
告
書

が
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

-
申
告
を
し
な
い
と

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
、

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
、
に
つ
い

て
は
2
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
で
は

申
告
を
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
、
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
配
布
さ

れ
た
申
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
と
き
、

期
限
が
過
ぎ
て
も
提
出
さ
れ
な
い
と
き
、

あ
る
い
は
必
要
な
事
項
が
何
も
記
入
さ

れ
て
い
な
い
と
き
、
こ
の
よ
う
な
場
合

い
ろ
い
ろ
の
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
例
え
ば
社
会
保
険
料

・
生
命

保
険
料

・
雑
損
医
療
費
等
の
各
控
除
が

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
計
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
得
の
ゆ
く
税
金
が
納
め
ら
れ
る
よ
う

正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
各
控
除
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な

書
類
と
は

市
民
税
や
所
得
税
の
計
算
を
す
る
と

き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
控
除

を
受
け
る
に
は
申
告
の
際
、
領
収
書
や

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
た
り
、
提
出
し

た
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
控
除
を
受

け
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ω
雑
損
控
除
を
受
け
る
と
き
:
:
:
被

害
を
受
け
た
住
宅
や
、
家
財
の
損
害
額

の
明
細
書
、
災
害
等
に
関
連
し
て
や
む

を
得
ず
支
出
し
た
金
額
の
領
収
書
。

ω
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
:
:
:

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

(内
科
・

外
科
・
歯
科

・
接
骨
院
等
全
て
)

ω
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
と
き

:
一
契
約
に
つ
き
支
払
保
険
料
が
年

間
九
、

0
0
0円
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
、
そ
の
支
払
保
険
料
の
証
明
書
。

凶
損
害
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
と

き
:
:
:
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書
。

ω
住
宅
取
得
控
除
の
う
ち

④
定
額
控
除
を
受
け
る
と
き
:・:

ぬ
登
記
簿
謄
(抄
)本
や
請
負
契
約
書
、

売
買
契
約
書
な
ど
家
屋
の
取
得
年
月

日
や
床
面
積
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

と
そ
の
写
し
。

⑤
あ
な
た
の
住
民
票
の
写
、
た
だ
し

中
古
住
宅
の
と
き
③
と
⑤
の
書
類
の

ほ
か
に
@
住
宅
取
得
控
除
の
条
件
に

当
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

書
類
、
例
え
ば
中
古
住
宅
を
売
っ
た

方
の
住
民
票
の
写
し
、
固
定
資
産
税

評
価
額
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
。

@
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
額
に
よ

る
控
除
を
受
け
る
と
き
・.•• 

③
家
屋
の
取
得
価
額
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
。

⑨
任
宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の
償
還

金
等
-証
明
書
。
な
お
、
昭
和
田
年
分

又
は
同
年
分
の
確
定
申
告
で
住
宅
取

得
控
除
を
受
け
て
い
る
方
は
、
こ
れ

ら
の
書
類
は
改
め
て
添
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
ロ

l
ン
等

の
返
済
額
に
よ
る
控
除
を
受
け
る
と

き
は
、
住
宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の

償
還
金
等
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で

す
。

附
住
宅
貯
蓄
控
除
房
受
け
る
と
き
(昭

和
町
年
3
月
白
日
迄
契
約
分
限
り
)

:
:
積
立
等
を
し
て
い
る
金
融
機
関
な

ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
住
宅
貯
蓄
証
明
書

問
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
確
定
申
告
を
す

る
と
き
・・・・・
・
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た

源
泉
徴
収
票
。

-
不
要
な
申
告
書
は

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
で
も
、

計
年
1
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
所
得
状
況

(所
得
の
な
か
っ
た
方
、
学
生
等
は
生

活
費
の
入
手
先
等
)
を
同
封
の
申
告
書

を
利
用
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
の

連
絡
が
国
民
年
金

・
児
童
手
当
等
福
祉

関
係
事
務
の
資
料
及
び
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
等
の
資
料
に
も
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
税
務
署
へ
申
告
さ

れ
た
方
な
ど
同
封
申
告
書
用
紙
が
不
要

な
方
は
、
整
理
の
都
合
上
用
紙
を
税
務

課
ま
で
お
返
し
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

A
V税
の
申
告
相
談
案
内

市
税
務
課
で
は
、

3
月
日
日

ωま
で

(土
曜
日
は
正
午
ま
で
日
曜
日
は
除
く
)

課
内
に
「
税
申
告
相
談
所
」
を
設
け
申

告
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
会
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
お
早

め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

職
業
訓
練
生

…

募

集

…

黒
部
高
等
技
能
学
校
で
は
、
離
転

恥

判
者
を
対
象
に
、
昭
和
田
年
度
4
月
…

一
入
校
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

一

…
入
校
希
望
の
方
は
も
よ
り
の
公
共
職
…

ゆ
業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
伽

…
《応
募
資
格
》

…

ゆ
義
務
教
育
終
了
者
で
あ
れ
ば
、
年
ル

…
令
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

叫
《募
集
期
間
》

一3月
1
日
ω
1
3
月
同
日
幽

明
《選
考
日
時
》

同

3
月
お
日
附
午
前
9
時
初
分
か
ら

叩
《合
格
発
表
》

自

3
月
お
日
働

叫
《入
校
日
》

問

4
月
6
日
午
前
日
時

噌
《募
集
科
目
・
人
員
》

町
職
業
転
換
訓
練
課
程

i(ft)能
?へ学 く
iど 校わ

?ぞ古い

i?5 
i i事
しょ-技一一一 =一一一

木 建

動車情草盤自寺

電 機

気 手斗

計 工 築 機 械

器 名
手ヰ 手斗 手斗 手斗

一一，ノ」ー、. 期訓
か

年 年 年 年 月 間練

九 一一
五十名
一一一人募

五名 0 名 。名 名。C 名
員集
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A

守
地
区
別
相
談
日
程
表

(
相
談
時
間
午
前
9
時
初
分
i
午
後
4

時
ま
で
)

3 3 3 3 
月3 

3 3 3 3 
月月 月 月 月 月 月 月 キ13
15-10 9 8 7 4 3 2 1 I i!炎
日日 日 日 日 日 日 日 日 日
(刈附 (7]<) (刈 (月) 幽 (柑 ヤドi(刈

全

道下f区也 下野I方匡也 上聖方f区也子 布西描土巨也 加楠t区也 上士区中島也 平f匡島也
言亥

I也
当
I也

区 区

市fR移輯聾S斤E t 務韓市後F税斤: 務3戸税課市斤史 上妻方ι民貧~富子i 農西布施彩協支子 力等農協支所質日 民隆協中島支斤 農支所協中島

と

.::. 

ろ

-
税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

カ?・
昭
和
町
年
度
分
の
税
金
の
納
期
限
は

2
月
お
日
で
終
り
ま
し
た
。
市
県
民
税

固
定
資
産
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
軽

自
動
車
税
を
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
納
税

通
知
書
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
未
納

に
な
っ
て
い
ま
す
と
延
滞
金
が
ふ
え
る

ば
か
り
で
な
く
、
財
産
の
差
押
処
分
な

ど
を
う
け
大
変
不
愉
快
な
思
い
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
税
通
知
書
を

紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
税
務
課
窓
口

へ
申
し
出
て
く
だ
さ

.
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

毎
年
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
等
を
税
理
士
に
依

頼
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

際
に
は
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど
う

か
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
納
税

者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、
税
務
書

類
の
作
成
、
税
務
相
談
を
業
(
仕
事
と

し
て
い
る
方
)
と
す
る
こ
と
は
、
税
理

士
で
な
い
人
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理

士
」
は
、
法
律
に
違
反
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
納
税
者
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
が
多
い
の
で
国
税
庁
、
国
税
局
、

税
務
署
で
は
に
せ
税
理
士
に
対
し
て
は

特
に
厳
し
い
態
度
で
臨
み
、
に
せ
税
理

士
の
排
除
に
努
め
て
い
ま
す
。
魚
津
税

務
署
管
内
の
資
格
の
あ
る
税
理
士
は
、

2
月
に
お
配
り
し
た
「
広
報
み
ん
な
の

税」

3
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。

………
繁
信
…動
…専
の
…………………………………………………………

………………………………………
灘
簿
に

……燃
や
怒
…………

最
近
、
全
く
乗
る
こ
と
の
な
く
な
っ

た
、
あ
る
い
は
使
用
不
能
に
な
っ
た
軽

自
動
車
、
特
に
バ
イ
ク
等
を
納
屋
の
ス

ミ
に
放
置
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の

を
よ
く
見
受
け
ま
す
。
乗
ら
な
く
な
っ

て
も
、
廃
車
の
手
続
を
し
な
い
で
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
い
つ
ま
で

も
税
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
車
の
手
続
は
簡
単
で
す
。
ナ
ン
バ
ー

を
は
ず
し
て
市
税
務
課
の
窓
口
へ
提
出

す
れ
ば
そ
れ
で
済
み
ま
す
。
業
者
ま
か

せ
に
し
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
自

分
で
手
続
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

同

til--J

一
目同

一
-〉
C
ご
〉

二
包

一
間

一
歩
一
右
十
八
グ

1
刻

一
圃圏

一
E
-
i
L

一
出町

一
や
家
屋
を
確
認

一
-E一

、
9

1

j

;

ー

一
町

一
し
ま
し
ょ
う
。

一
圃圃

一

同

E
R
l
-
-ふ

昭
和
田
杢
度
固
定
資
産
税
の
課
税
の

基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
、
つ
ぎ
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
。
あ
な
た
の
固
定
資

産
税
「
土
地

・
家
屋
・
償
却
資
産
」
等

が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を

知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

ω縦
覧
の
場
所

市
役
所
税
務
課
内
(
正
面
玄
関
入
口

一
階
向
右
側
)

ω縦
覧
の
期
間

3
月
1
日

ωか
ら
3
月
幻
日

ωま
で

平
日
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
、
土
曜
日
正
午
ま
で
。
た
だ
し
日
曜

.
祭
日
は
除
き
ま
す
。

※
課
税
台
帳
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
不
服

が
あ
る
と
き
は
3
月
辺
日
ま
で
に
文
書

で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
、
っ
。

一
月

・
二
月
に
市
内
山
間
部
で
消

火
器
を
売
り
つ
け
る
悪
質
な
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
お
り
、
被
害
が
続
出

し
て
お
り
ま
す
。

マ
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

@
家
の
中
に
入
れ
な
い

ド
ア
メ
ガ
ネ
か
ら
の
ぞ
い
て
相
手

を
よ
く
た
し
か
め
る
こ
と
。

@
来
訪
の
目
的
を
確
認
す
る

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
訪
問
販
売
を
す

る
と
き
は
、
相
手
方
に
会
社
名
か

事
業
主
の
氏
名
と
商
品
の
種
類
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
来
訪
の
目
的
が

分
ら
な
い
な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
質
問
し
て
ハ
ツ
キ
リ
と
確

か
め
る
こ
と
で
す
。

@
身
分
を
確
か
め
る

問
題
の
な
い
会
社
で
あ
れ
ば
必
ず

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
身
分
証
明
書
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
か

な
ら
ず
身
分
証
明
書
を
見
せ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

@
必
ず
所
定
の
書
面
を
も
ら
う
こ
と

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
領
収
証
や
契

約
書
等
の
書
面
を
渡
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
は
っ
き
り
と
断
わ
る

い
ら
な
い
場
合
は
「
家
で
は
い
り
ま

せ
ん
」
「
間
に
合
っ
て
い
ま
す
。
結
構

で
す
」
と
即
座
に
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

@
代
金
を
一
部
未
払
い
に
す
る

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
み
な
話
に
乗

っ
て
、
う
っ
か
り
契
約
し
て
し
ま

っ
た
場
合
契
約
の
申
し
込
み
を
し

た
日
か
ら
四
日
以
内
に
申
込
み
の

撤
回
や
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
い
つ
か
っ
に
現
金

を
支
払
し
ま
す
と
そ
れ
は

出
来
ま
せ
ん
。

@
被
害
に
あ
っ
た
ら
ま
ず
警

察
へ
届
け
出
る

だ
ま
さ
れ
た
り
脅
か
さ
れ

た
り
し
た
た
め
の
契
約
は

取
り
消
し
が
出
来
る
ほ
か
、

所
定
の
書
面
を
渡
さ
な
か

っ
た
り
、
偽
名
を
使
っ
て

い
る
場
合
は
刑
罰
法
令
に

ふ
れ
ま
す
か
ら
、
被
害
の

状
況
等
を
警
察
に
届
け
出

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

(7) 



昭和58年 3月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

国
民
年
金
保
険
料
は

四
月
か
ら

掛
月
額
五
、
八
三

O
円
に

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
五
、
二

二
O
円
で
す
が
、
日
年
4
月
か
ら
、
五
、

八
三

O
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
保
険
料
は
、
今
の
給
付
水
準

に
比
較
し
、
低
い
額
に
お
さ
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
健
全
な
年
金
財
政
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
所
得
の
高

い
人
か
ら
低
い
人
ま
で
幅
広
い
層
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
き
な
り
高

い
保
険
料
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
加
入
者
の
負
担
が
急

激
に
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
毎
年

少
し
ず
つ
段
階
的
に
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
は
増
え
ま

す
が
、
国
民
年
金
制
度
を
支
え
て
い
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
月
四

0
0

円
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
制
度
利
用
の
方
へ

|

預
金
口
座
の
残
高
確
認
を
|

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
が
き
ま

す
と
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
預

金
残
高
が
保
険
料
額
よ
り
少
な
い
場
合

に
は
引
き
落
し
が
で
き
ず
、
保
険
料
の

滞
納
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
が
き
ち
ん
と
納
め
ら
れ
る
よ

今日の掛金、豊かな老後

58年4月からの保険料の額

*定額保険料の人は、月額5，830円

(納期毎の納付額は 17，490円)

*付加保険料の人は、月額6，230円
(納期毎の納付額は 18，690円)

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
行

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

う
、
今
一
度
、
預
金
残
高
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。
四
期
分

(一

、
二
、
三

月
分
)
の
納
期
は
、

3
月
白
日
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
し
て
い
ま

す
と
、
も
し
か
の
と
き
に
障
害
年
金
や

母
子
年
金
が
、
ま
た
将
来
老
齢
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
険
料
は
、
期
限

ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
活
が
苦
し
く
て
、
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
保
険
料
を
免

除
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
国
民
年

金
係
(宮
②
2
2
0
0
)ま
た
は
、
魚
津

社
会
保
険
事
務
所
(宮
@
1
4
9
4
)に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
の

ま?・

間

昨
年
の
ロ
月
分
ま
で
は
国
民
年
金

か
ら
老
齢
年
金
の
支
払
通
知
書
が
来
て

い
た
の
で
す
が
、

3
月
分
の
支
払
通
知

書
が
届
き
ま
せ
ん
。
何
か
、
現
況
屈
を

提
出
し
て
い
な
い
た
め
:
:
:
と
聞
き
ま

し
た
が
、
こ
の
場
合
ど
の
よ
う
な
手
続

き
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

誕生月には現況届を出しましょう

!年金!
答

年
金
の
支
払
い
は
支
払
期
日
が
き

ま
す
と
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
年

金
受
給
者
は
、

一
年
に
一
回
「
国
民
年
金

受
給
権
者
現
況
届
」

を
提
出
し
、
生
存

に
つ
い
て
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
引
き
続
い
て

年
金
を
受
け
る
た
め
の
必
要
な
届
け
が

現
況
届
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

次
の
支
払
期
分
か
ら
年
金
の
支
払
い
は

差
止
め
ら
れ
ま
す
。

な
ん
ら
か
の
事
故
に
よ
り
、
現
況
届

を
提
出
期
限

(老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
は
誕
生
月
の
月
末
)
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

年
金
の
支
払
い
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
況
届
を
提
出
す
れ
ば

年
金
の
支
払
い
は
再
開
さ
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
の
現
況

届
の
用
紙
は
、
毎
月
、
提
出
時
期
の
前

(お
よ
そ
誕
生
月
の
月
初
め
ご
ろ
)
に

本
人
あ
て
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。そ

れ
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
忘
失
し
た

り
し
て
い
る
場
合
は
、
現

況
届
(は
が
き
)が
市
役
所

に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
現
況
届
に
生

存
の
確
認
証
明
印

(市
長

の
印
)
を
受
け
て
社
会
保

険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第

二
課
(郵
便
番
号
1
6
8

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西

三
丁
目
五
番
地
二
四
号
)

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
の
支
払
い
月
は
、

3
月

6
月、

9
月
、
日
月
で
年
4
回
で
す
。

ま
た
、
通
算
老
齢
年
金
の
支
払
い
月

は、

6
月
と
ロ
月
の
2
回
で
す
。

誕
生
月
の
末
日
が
現
況
届
の
提
出
期

限
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

A
J

。

(8) 

~ ~'l， 
な
お
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど

に
つ
い
て
は
、
毎
年
5
月
幻
日
ま
で
に

市
役
所
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

か金E 年わけ
が て
家守
の ろ

t 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
肪
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
健
康
も
の
し
り
百
科
と
、
糖
原
病
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
で
す
。

⑧
⑧
⑥
⑨
⑥
⑨
⑧
⑨
 

起
こ
し
ま
す
。
上
体
を
起
こ
す
と
き
、

ひ
ざ
を
曲
げ
な
い
こ
と
、
こ
の
運
動
が

で
き
な
い
人
は
、
腰
が
弱
く
な
っ
て
い

る
証
拠
で
、
腰
痛
を
起
こ
す
危
険
が
高

い
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

人
は
、
日
ご
ろ
か
ら
腰
を
鍛
錬
す
る
と

と
も
に
、
日
常
の
動
作
に
も
注
意
し
て
、

腰
痛
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、っ
。腰

痛
を
防
止
す
る
日
常
の
動
作
の
注

意
点
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

O
目
が
覚
め
て
も
か
ら
だ

の
す
み
ず
み
ま
で
目
覚

め
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
こ
の
状
態
の
と

き
、
無
意
識
に
か
ら
だ

を
動
か
し
て
ぎ
っ

く
り

腰
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
起
き
政
け
の
動

作
に
注
・
怠
を
。

O
今
、
ど
ん
な
動
作
を
し

。
腰
痛
予
防
は

日
ご
ろ
の
腰
の
鍛
錬
で

腰
痛
を
訴
え
る
人
が
、
最
近
は
中
高

年
だ
け
で
な
く
若
い
人
に
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
常
生
前
に
か
ら

だ
を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
り
足
-股

が
全
般
的
に
弱
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

腰
の
強
弱
を
簡
単
に
テ
ス
ト
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
あ
お
む
け
に
な
り
、
両
手

を
首
の
後
ろ
で
組
み
ま
す
。
足
首
を
人

に
抑
え
て
も
ら
い
、
上
体
を
ゆ
っ

く
り

v 

て
い
る
か
、意
識
し
て
.眼
を
つ
か
う
。

O
激
し
い
逆
動
の
後
、
ひ
と
休
み
す
る

と
か
ら
だ
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
下
が
り

ま
す
。
そ
の
と
き
無
理
な
動
作
を
す

る
と
ぎ
っ

く
り
腰
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。

O
物
を
拾
っ
た
り
、
物
を
持
ち
上
げ
た

り
す
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
ひ
ざ

の
パ
ネ
を
使
う
。

。
痔
の
自
己
診
断
は
禁
物

痔
は
成
人
の
三
人
に

一
人
と
か
二
人

に
一
人
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ご
く

あ
り
ふ
れ
た
病
気
で
す
。
し
か
し
、
場

所
が
場
所
だ
け
に
治
療
も
受
け
ず
に
悪

化
さ
せ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

痔
で
最
も
多
い
の
が
い
ぽ
痔
で
、
内

痔
核
と
外
痔
肢
が
あ
り
ま
す
。
肌
門
の

内
部
に
で
き
る
内
痔
核
が
大
部
分
で
、

ふ
っ
、
つ
あ
ま
り
痛
み
ま
せ
ん
。
次
に
多

い
の
が
、
収
門
に
傷
の
つ
く
切
れ
痔
で

(
裂
旺
)
で
排
便
時
に
痛
ん
で
出
血
し

ま
す
。

内
痔
核
の
原
因
は
便
秘
で
す
。
地
性

的
な
便
秘
が
あ
っ
て
、
排
便
時
に
強
い

力
み
が
く
り
か
え
さ
れ
る
と
、
も
と
も

と
う
つ
臥
し
や
す
い
旺
門
周
辺
の
静
脈

が
拡
張
し
て
、
静
脈
り
ゅ
う
と
よ
ば
れ

る
コ
ブ
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
が
内
痔

肢
で
す
。

い
ぼ
痔
の
予
防
と
悪
化
さ
せ
な
い
第

一
の
対
策
は
便
秘
し
な
い

こ
と
で
す
。

ま
た
、
散
歩
や
ス
ポ
ー
ツ
、
入
浴
な
ど

も

.m門
周
辺
の
静
脈
の
う
つ
胤
を
防
ぐ

上
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
切
れ
痔
は
虹
門
折
約
協
の
尚
一

糖
尿
病
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

肩 幅高層国』

準
体
重
を
保
つ
の
に
必
要
な
量
に
と

ど
め
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
だ
け
食
べ
、

そ
れ
以
上
食
べ
な
い
、
い
つ
も

「腹

八
分
目
」
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す

0

・
偏
食
せ
ず
、
な
ん
で
も
お
い
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。

あ
る
食
品
だ
け
を
極
端
に
制
限
し

た
り
、
好
き
き
ら
い
に
よ
る
「
か
た

よ
っ
た
食
事
」

を
す
る
こ
と
は
、
健

康
を
そ
こ
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
糖

F

尿
病
自
体
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
ま
一

す
。

一

糠
尿
病
を
よ
い
状
態
に
コ
ン
ト
ロ

O
糖
尿
病
H

す
す
ん
で
検
診
正
し
い
一

|

ル

し

、

正

常

な

栄

養

状

態

と

活

動

的

療

一

力
を
維
持
し
て
健
康
者
と
変
わ
ら
な
わ
が
国
の
糖
尿
病
患
者
は
、
約
二
一

い
日
常
生
活
を
送
る
に
は
、
ま
ず
、

百
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

・
精
尿
病
の
初
期
は
、
全
く
自
覚
症
一

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
精

尿

病

状

が

な

い

の

が

特

徴

で

す
。

一

だ
か
ら
と
い
っ
て
糖
質
の
み
を
極
端

・
糖
尿
病
の
早
期
発
見
は
、
定
期
的
一

に
お
さ
え
た
食
事
は
か
え

っ
て
体
に
に
尿
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

一

害
が
あ
り
ま
す
。

凹
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
、
す
す
ん
で
一

・
腹
八
分
目
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一

一
日
に
食
べ
る
食
物
の
総
力
ロ
リ

・
適
切
な
治
療
に
よ
り
、
普
通
の
人
一

ー
は
、
日
常
生
活
に
支
障
な
く
、

標

と

同

じ

生

活

が

可

能

で

す

。

一

Fia--mi
l
lil

i
--I
M
i
l
lil
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
j
a
g
--

度
の
緊
張
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
り
ま
る
こ
と
で
す
。

す
。
こ
れ
は
杭
神
的

ス

ト

レ

ス

に

よ

っ

な

お

、
痔
と
思
っ
て
い
た
ら
直
腸
ガ

て
緊
張
し
や
す
い
神
経
質
な
人
に
多
い
ン
だ
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ょ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
切
れ
痔

の

痔

の
自
己
診
断
は
き
わ
め
て
危
険
で
す
。

予
防
と
養
生
に
は
、
肌
門
が
十
分
に
開
と
い
う
の
は
内
痔
肢
の
初
期
症
状
と

く
よ
う
に
、
お
お
ら
か
に
ゆ
っ
た
り
し
直
腸
ガ
ン
の
症
状
は
よ
く
似
て
い
て
、

た
気
分
で
排
便
す
る
こ
と
を
判
的
づ
け
素
人
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
か
ら
で
す
。

(9) 



昭和58年 3月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

~， 
描

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
日
本
の
代
表

選
手
を
招
待
し
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
多

数
参
加
す
る
第
3
回
健

康
魚
津
霊
気
楼
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
を
次
の
実

施
要
項
に
よ
り
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

4
月

M
日

日
雨
天
決
行

午
前
9
時
1

マ
招
待
選
手
東
京

・

メ
キ
シ
コ

・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

代
表
君
原
健
二
氏

マ
コ
ー
ス

・m
l
m
の
部

魚
津
水
族
館
前

1
Y

K
K
牧
野
工
場
裏
折
り
返
し

-m
M
の
部
魚
津
水
族
館
前
1
魚

津
市
役
所
折
り
返
し

-
5
M
の
部
魚
津
水
族
館
前

1
銀

座
通
り
折
り
返
し

マ

種

目
・
一
般

m
M
の
部
〈
年
齢
制
限
な
し
〉

.
一
般

m
M
の
部
〈
鈎
歳
以
下
〉

・
壮
年

m
M
の
部

初
歳
代
の
部

・

ω歳
代
の
部

・
印

歳
代
の
部

・

ω歳
代
の
部

・
高
校

m
M
の
部

・
女
子
山
川
の
部
〈
高
校
以
上
〉

.
中
学

5
M
の
部
〈
男
・女
〉

マ
参
加
料
〈
保
険
料
含
む
〉

・
一

般

j
i
l
-
-
:
:
二
、
五

O
O
円

・
高
校
生
;
j
i
-
-
:

一
、
五

O
O円

・
中
学
生

:
'
i
・e
・-::一

、
0
0
0
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

・
魚
津
市
陸
上
競
技
協
会

本
江
元
町
二
七
一
三

竹

田

賢

治

(

宮
②

3
8
7
2
)

.
市
教
委
体
育
課

(
包
②

2
2
0
0
内
線

3
1
0
)

実
施
要
項
及
び
申
込
書
あ
り
。

4
月
の
歩
こ
う
会

4
月
の
歩
こ
う
会
は
、
電
鉄
魚
津
駅

前
出
発
で
、
慶
野

1
吉
野
j
出

1
慶
野

i
学
校
橋

i
市
営
墓
地
と
歩
い
て
行
き

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
午
前
9
時

ま
で
に
、
電
鉄
魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

〈
昼
食
持
参
〉

か
ら
選
手
コ
ー
ス
も
あ
り
「
魚
津
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
へ
進
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
多
数
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

V
申
込
み

郵
便
は
が
き
で
次
に
よ
り

3
月
末
日
ま
で
必
着

A
組
は
③
ま
で
、

B
、

C
組
は
⑤
ま
で
明
記
先
着
順
。

魚
津
水
泳
教
室

〈

U
S
S〉

昭
和
田
年
度
か
ら
、
水
泳
教
室
が
市

水
泳
協
会
の
自
主
運
営
事
業
と
な
り
、

名
称
も

『魚
津
水
泳
教
室
』
と
改
名
し

内
容
も
、
今
ま
で
の

学
期
制
か
ら
年
間
を

通
じ
て
受
講
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
希
望
に
よ
り
、

中
級
終
了
(
ク
ロ
ー

ル

・
背
泳

・
平
泳

・

バ
タ
フ
ラ
イ
の
凹
泳

法
習
得
)
ま
で
荘
籍

で
き
、
中
級
の
途
中

水泳教室実施要項

C B A 組1

おtイ・と婦人 i'Jl.-i-と婦人 小(市民学優先生) 対象

金 オミ 日 Hif! 

18:30 16:00 
① 10: 00 と

11 : 00 
Jレ ~~ 

19:30 17:00 (o)口)11 : 30 さh 

12: 30 

4月8日 4月7日 4月10日 l議:fJ 

80名 20名 200名 定u 

. ノ2、、 ~ {(司王ト 1.000P-l 

. (l)j安保険料小人 320Pi '(~ 
大人1.000P.1

〈年IIlJ>
- 会 'l~ ( tIi:) J ) 小人1.500PJ 

大人 2.000ドj m 
〈入館料を含む〉

@
プ
ー
ル
や
指
導
者
の
関
係
で
休
講
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
問
年
度
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
の
内
容
、
加
入
料

金
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

当
保
険
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
市
体
育
協
会

(
総
合
体
育
館
内

包
②

1
2
6
3
)
ま
で
。

料金改定)
 

----
J
t

、

現行→改定

12，000，000円
改定なし

l，500円→3，700円

1，000円改定なし

保険金額

区分

死亡・後遺障害
保険金額

入院日額

通院日制

あて先

。。

魚
川
市
本
江
三
三
一
一

市
総
合
体
育
館
内

水

泳

教

室

係

行

口
面

水
泳
教
室
入
会
申
込
書

①
希
望
組
名

②

住

所

③

氏

名

④

生
年
月
日

裏

⑤

電
話
番
号

⑥

学

校

名

⑦

学
年
(
新
)

③

保
護
者
名

V
A
組
の
打
合
会

A
組
だ
け
は
⑦
前

半
組
と
⑪
後
半
組
と
の
分
け
方
な
ど
の

打
ち
合
わ
せ
会
を

4
月

6
日
附
午
後
6

時
か
ら
市
総
合
体
育
館
で
聞
き
ま
す
。

g
n
l
1
2
6
3
 

「
注
」
従
来
の
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
団
体
」
は

1
種
の

C

と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
ダ
ン
ス
同
好
会
、
史
跡
め
ぐ
り
旅
行
会
、
健

康
美
容
体
操
ク
ラ
ブ
な
ど
は
、
文
化
活
動
を
行
う
団
体
と

み
な

ι、
第

1
極
B
で
加
入
で
き
る
。

A 
中学生以下の子供、盲 ・ろう学校

生などによる構成団体。

高校以上の生徒 ・学生や社会人で

第 構成の団体で、文化活動や奉仕活動

B を行う団体、及び団体員の 3分の 2
以上が60歳以上の人により構成され

たスポーツ団体。

一 スポーツ純目 Bや Cを行う団体で、

学述、実業団連盟に登録加盟してい

ない団体(高校、大学、会社等のス

ポーツ同好会等)は、すべて第 1観

極 C Cとして加入できる。 したがって、
従来の r3条件」方式より大111に緩

和された。

地域住民により構成されるアマチ

ュアスポーツ団体は従来どおり 。

第 高校、高専、大学、会社、官公庁

一 等の運動部で、学述、実業団連加に

登録や加却している団体に限定する。
種 従来の 2種Aの純目を行う団体。

加入区分の判定(2) 

区分 保険料 (現行→改定)

第 A 340円 →320円

B 400円 →380円

干草 C 680円 →1，000円

第 A 9，600円 →18，200円

一 B 3，200円 →4，260円

f¥fI C 1，600円 →1，530円
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日
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
日
年
に

対
し
て
死
者
が
滅
っ
て
い
ま
す
が
、
件
数
は
一
一
二
ハ
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

原
因
別
が
示
す
よ
う
に
、
わ
き
見
運
転
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
大
き

な
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
充
分
注
意
を
は
ら
い
、
今
年
こ
そ
無

事
故
都
市
の
実
現
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

57年中の交通事故発生状況
概況 魚津市内

云之!(昭和57年 昭和56年 対 比

発生件数 177 141 +36件増

死 者 1 3 - 2件減

傷 者 190 162 +28件増

物損事故 404 365 +39件増
一 」 一一

原 因別

ミ::
わ フ 差チス占マ 右 一 飲 車 速 歩 f表 そ

レ 左 時 間 行 退 号
き 折 不 者 不 グ〉

操作キ
グ〉

距 無

徐行
不 停 妨 適

見 適 止 酒 離 度 三Eコz 当 視 他

昭 57 年 112 53 39 5 I 61 47 11 3 8 。16 11 38 

昭 56 年 63 98 16 3 I 59 18 14 9 I 20 。27 9 24 

増 j成 +49 -45 +23 + 2 + 2 +29 - 3 - 6 -12 I 0 -11 - 2 +141 

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
次
の
こ

と
を
守
る
こ
と
で
す
。

-
安
全
運
転
五
則
の
徹
底

付
安
全
速
度
を
必
ず
守
る

口
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

す

臼
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
る

同
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全
を

守
る

回
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

日
年
交
通
安
全
全
国
ス
ロ
ー
ガ
ン

O
運
転
者
に
対
す
る
も
の

危
険
で
す
、
寝
不
足
、
積
み
過
ぎ
、

飛
ば
し
過
ぎ

。
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る

も
の

だ
い
じ
よ
う
ぶ
、
で
も
も
う
一
度
右
左

。
こ
ど
も
向
け

あ
ぶ
な
い
よ
、
車
が
見
え
な
い
、
ま

が
り
か
ど

V
受
付
開
始
1
13
月
1
日
か
ら

こ
の
保
険
取
扱
業
務
は
、
市
役
所
生

活
環
境
課
公
害
交
通
係
で
、
常
時
受

付
け
を
し
て
い
ま
す
。

V
安
い
掛
金
で
百
万
円
保
障

一
人
一
年
分
の
保
険
料
は
一
口
一
ニ
六

O
円
で
す
。
加
入
は
一
人
二
口
ま
で

で
、
五
月
以
降
の
中
途
申
込
み
は
月

割一ニ

O
円
で
す
。

保
険
の
支
払
額
は
最
高
一
口
で
百
万

円
(
二
口
加
入
の
場
合
は
二
百
万
円
)

で
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
家

族
ぐ
る
み
で
一
人
で
も
多
く
こ
の
市

民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

、つ。
V
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
(
電
車
、

汽
車
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
気
動
車
、
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
動
車
、
自
転
車
、

荷
車
な
ど
)
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
し

た
り
、
つ
い
落
、
て
ん
覆
し
た
り
し

た
事
故
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら

の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ

た
り
し
た
事
故
の
と
き
で
す
。
た
だ

し
、
航
空
機
や
船
舶
な
ど
に
よ
る
事

故
は
支
払
い
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
o

v事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

市
役
所
の
窓
口
で
保
険
金
請
求
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
金
請
求
書
用
紙
を
さ
し
あ
げ
ま

す
か
ら
そ
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
書
類
と

い
っ
し
ょ
に
市
役
所
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
被
保
険
者
カ
l
ド

2
交
通
事
故
証
明
書

3

死
亡
の
と
き
は
、
死
亡
診
断
書
ま

た
は
屍
体
検
案
書
、
保
険
金
受
取

人
の
印
か
ん
証
明

4
保
険
金
受
取
人
を
指
定
し
て
い
な

い
場
合
は
戸
籍
謄
本

5
後
遺
障
害
保
険
金
お
よ
び
医
療
保

険
金
の
と
き
は
、
医
師
の
診
断
書

加
入
の
説
明
資
料
は
、
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
各
{
丞
胞
に
配
布
し
て

あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
生
活
環
境
課

(
内
線
2
3
2
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

火の用Jl1¥
Iωで用1ω

目で用I山

。1)

容
の
火
災
予
防
湿
動

日
ご
と
に
暖
か
さ
を
ま
し
、
だ
い

ぶ
春
め
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時

期
は
空
気
が
た
い
へ
ん
乾
燥
し
、
強

風
の
吹
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
季
節
の
火
災
は
大
火
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
「
火
災
シ
ー
ズ
ン
」

と
し
な
い
た
め
に
も
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
運
動
を
契
機
と
し
て
、

火
災
予
防
を
見
つ
め
な
お
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

ー
重
点
目
標
|

l
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

2
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

3
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全

の
確
保

4
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

5
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

魚
津
市
消
防
本
部



昭和58年 3月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

タ
イ
を
訪
ね
て

広

世

円

梅
崎
美
恵
子

私
た
ち
は
、
第
叩
回
富
山
県
青
年
海

外
セ
ミ
ナ
ー
に
同
行
し
、
市
壮
年
海
外

派
遣
員
と
し
て
、
日
月
幻
日
か
ら
日
月

初
日
ま
で
の
叩
日
問
、
タ
イ
を
研
修
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
ろ
と
か
く
日
本
人
の
目
は
、

近
い
ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
も
遠
い
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
方
向
へ
向
け
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
い
ま
新
し
い
国
際
秩
序

を
模
索
す
る
世
界
の
中
で
、
ア
ジ
ア
地

域
は
そ
の
活
力
を
着
実
に
向
上
さ
せ
、

国
際
的
地
位
を
高
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
代
ア
ジ
ア
の
実
情
を
つ

か
み
、
今
後
の
動
向
を
見
き
わ
め
る
こ

と
は
、
日
本
の
進
路
を
見
定
め
世
界
の

平
和
と
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

有

山

湯

上

幸
い
、
訪
問
地
バ
ン
コ
ク
は
、
雨
期

が
終
り
乾
期
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

よ
い
気
候
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
。

先
ず
最
初
に
バ
ン
コ
ク
市
長
の
表
敬

訪
問
と
国
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
副
所

長
と
の
懇
談
が
あ
り
、
タ
イ
の
風
土
と

文
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ま
た
、
タ

マ
サ
l
ト
大
学
生
と
の
交
流
で
は
、
タ

イ
と
日
本
の
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
話
し

あ
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。次

の
ス
リ
ン
県
知
事
の
表
敬
訪
問
お

よ
び
知
事
と
の
パ
ー
テ
ィ
で
両
国
の
親

善
を
深
め
、
ま
た
、
プ
リ
ラ
ム
農
業
大

学
生
と
の
交
流
の
中
で
タ
イ
の
農
業
の

実
情
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

タ
イ
の
人
口
の
別
%
は
農
民
で
と
く
に

稲
作
は
経
済
の

基
礎
で
、
米
は

国
民
の
主
食
で

あ
る
ば
か
り
で

な
く
輸
出
品
で

も
あ
る
。
稲
の

種
ま
き
と
植
付

け
は
6
月
か
ら

8
月
に
か
け
て

行
な
わ
れ
、
ロ

月
か
ら
2
月
は

刈
入
れ
の
時
季

‘F
P
ユ
タ
ヤ
遺
跡
に
て

で
あ
る
。
稲
に
は
約
初
品
種

(内
モ
チ

米
は
叩
品
種
)
が
あ
り
、
ま
た
、
農
家

の
耕
作
規
模
は
平
均

ωラ
イ

(
一
ラ
イ

H

一
六

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
)
で
、
日

本
の
士
位
の
収
穫
が
あ
り
、

一
部
で
は

二
期
作
だ
が
、
会
-
般
に
水
利
が
悪
い
た

め
ほ
と
ん
ど
が
一
期
作
だ
っ
た
。
ま
た
、

販
売
方
法
は
公
営
と
民
営
だ
が
、
ほ
と

ん
ど
が
民
営
で
、
肥
料
は
化
学
肥
料
だ

が
防
除
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
他
の
農
産
物
と
し
て
は
、

ゴ
ム

・
綿
花

・
タ
バ
コ

・
サ
ト
ウ
キ
ビ

.
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

・
ピ
l
ナ
ツ
な
ど
の

栽
培
が
盛
ん
で
し
た
。

一
方
建
物
は
、
都
市
と
い
わ
ず
農
村

と
い
わ
ず
い
た
る
と
こ
ろ
に
き
れ
い
な

寺
院
に
目
を
み
は
る
。
周
囲
の
住
民
に

比
較
し
て
格
段
に
大
き
く
立
派
な
建
物

で
あ
っ
た
。

男
子
は
、
満
初
歳
に
な
る
と
出
家
し

て
、

一
時
期
(
普
通
は
雨
期
の
三
カ
月
)

を
寺
院
で
暮
し
、
僧
侶
の
戒
律
を
き
び

し
く
守
る
。
最
も
重
要
な
戒
律
に
は
、

異
性
に
接
し
な
い
、
盗
み
を
し
な
い
、

殺
人
を
犯
さ
な
い
、
う
そ
を
つ
か
な
い

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
僧
侶
は
金
銭
に

直
接
ふ
れ
な
い
、
生
産
に
従
事
し
な
い
、

食
事
に
も
き
び
し
く
、

一
日
二
食
で
畳

食
以
後
翌
朝
ま
で
食
べ
物
を
と
ら
な
い

な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
在
家
信
者
が
食
物
、
衣
の

寄
進
、
寺
院
の
建
築
、
修
繕
な
ど
、
物

質
生
活
会
厳
に
わ
た
っ
て
援
助
す
る
こ

と
が
在
家
信
者
に
と
っ
て
僧
侶
に
寄
進

す
る
こ
と
が
自
分
の
功
徳
を
得
る
方
法

だ
か
ら
で
あ
る
。
僧
侶
と
在
家
信
者
の

関
係
は
寄
進
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会

に
お
い
て
、
昔
は
寺
院
は
学
校
で
あ
り
、

施
薬
の
場
所
で
あ
り
、占
い
を
す
る
所
、

ま
た
娯
楽
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。
人
々

と
の
生
活
の
多
く
の
局
面
が
寺
院
に
お

い
て
結
ぼ
れ
て
い
た
が
、
近
代
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
が
寺
院
か
ら
分

か
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
人
々
は
し

ば
し
ば
寺
院
を
訪
れ
、
僧
侶
と
の
話
に

興
じ
て
自
ら
の
心
の
平
静
さ
を
得
て
い

る
の
で
あ
っ
た
。

結
び
に
、
こ
の
海
外
セ
ミ
ナ
ー
で
得

た
貴
重
な
体
験
を
今
後
の
地
域
社
会
に

お
け
る
活
動
の
場
で
積
極
的
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

マ

と

き

3
月
6
日
同
午
後
一
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

0
実
技
発
表

謡
曲

・
詩
吟

・
着
付
け

・
茶
道

民
謡

・
整
美
体
操

・
社
交
ダ
ン
ス

O
作
品
発
表

書
道

・
デ
ッ
サ
ン

・
絵
画

・
華
道

水
墨
画

・
ペ
ン
習
字

・
手
芸

・
草

花

・
俳
句

。
賛
助
出
演

中
川
立
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

。
作
品
展
示
は

6
日
午
前
9
時
か
ら

7
日
正
午
ま
で

マ
主
催
市
中
央
公
民
館

マ
共

催

市

教

育

委

員

会

-
検
察
審
査
会
と
は

広
〈
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中

(
本
人

の
希
望
の
あ
る
な
し
は
問
い
ま
せ
ん
)

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
H
人
の
検
察
審

査
員
が
、
い
わ
ば
一
般
の
国
民
を
代
表

し
て
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か

っ
た
こ
と
(
不
起
訴
処
分
)
の
よ
し
あ

し
を
審
査
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
の
地
方
裁
判

所
と
主
な
地
方
裁
判
所
の
支
部
の
所
在

地
2
0
7
か
所
に
あ
り
ま
す
。

-
検
察
審
査
会
制
度
は
な
ぜ
設
け
ら
れ

て
い
る
か

刑
事
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、

検
察

官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
だ
け
裁

判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
則
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
起
訴
す
る
の
が
相

当
と
思
わ
れ
る
事
件
を
検
窒
息
不
起

訴
に
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
犯
人
を

処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不

合
理
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度
は
、

こ
の
大
切
な

検
察
官
の
仕
事
に
国
民
の
常
識
的

(法

律
の
知
識
な
ど
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
)
な
意
見
を
反
映
さ
せ
、
こ
れ
を
明

る
く
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
富
山
地
方
裁
判
所
魚

津
支
部
内
魚
津
検
察
審
査
会
事
務
局

宮
②
0
1
6
0

市
選
挙
管
理
委
員
会
宮
②
2
2
0
0

内
線
2
0
9
へ
ど
う
ぞ
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本
と
の
出
会
い
、
ゆ
た
か
な
人
生
・・・
⑫

新

刊

書

の

ご

案

内

〈
一
般
書
〉

息
子
・
娘
の
つ
き
あ
い
方

中

津

次

郎

わ
た
し
は
オ
パ
ン

久

保

克

児

た
ん
ぽ
ぽ
の
子

宮
城
ま
り
子

疑
惑
戦
線

松
本
清
張
ス
ー
パ
ー

・
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
ブ
ッ
ク

得
す
る
車
の
川
条

吉

野

正

司

ぶ
き
っ
ち
ょ
さ
ん
の
お
菓
子
教
室

森
山
サ
チ
子

続
・
悪
の
管
理
学

川

上

哲

治

裸
の
王
様
ニ
ッ
ポ
ン

吉
田

忠
雄

キ
ル
ト
で
作
る
ウ
ェ
ア
と
小
も
の

野
村
美
寿
子

女
ら
し
さ
物
語

鈴

木

健

二

人
騒
が
せ
な
野
球
屋
た
ち
青
田
昇

な
る
ほ
ど
ザ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

岩
尾
達
男

山
野
草
た
ち
の
歳
時
記

星
川

清

親

新
・
あ
な
た
の
知
ら
な
い
世
界

新
倉
イ
ワ
オ

ビ
ー
ト
ル
ズ
語
録

マ
イ
ル
ズ
編

ミ
ツ
キ
l
マ
ウ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
図
鑑

ー
ー
ー
川

柳

教

室
|

|

3
月
ロ
日
出

午
後
1
時
ぬ
分
i

3
時
初
分
ま
で

食
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

女
課
題
「
あ
て
つ
け
」
「
雑
詠
」

講

師

木

村

喜

見

城

先

生

ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
と

き

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

3
月
の
お
し
ら
せ

7
日
制

お
は
な
し
会

お
日
伺

え
い
が
会

-
テ
レ
パ
ス
ク
マ

l
ラ

.
小
さ
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
4
じ

ま
で
、
図
書
館
視
聴
覚
室

で
ひ
ら
き
ま
す
。

〈
文
学
・
小
説
〉

チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
が
行
く
わ
よ黒

柳

朝

万
華
鏡

萩

原

葉

子

家
康
を
め
ぐ
る
女
た
ち

佐

竹

申

伍

極
楽
ト
ン
ボ

青

島

幸

男

雪
む
か
え

冥
王
ま
さ
子

か
ん
ち
が
い
閉
口
坊

か
ん
べ
む
さ
し

家
の
中

中
里

恒

子

お
や
す
み
テ
デ
ィ
・
ベ
ア

赤

川

次

郎

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

ま
で
で
す
。

-
リ
ク
エ
ス
ト
・
ベ
ス
ト

5
(
2月
)

1
男
ど
き
女
ど
き

2
女
の
人
差
し
指

向向
田回

あ
な
た
の
家
で
も

「
家
庭
の
日
」
を
グ

-
家
庭
の
日
は

青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
は
、家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
{
丞
挺
は
人
間
形
成
の
面

で
か
け
が
え
の
な
い
場
で
す
。

家
庭
に
お
け
る
子
供
に
対
す
る
愛
情

と
思
い
や
り
、
正
し
い
「し
つ
け
」
は
、

青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
た
め
に
、
最

上
・下

宮
尾
登
美
子

渡
辺
淳
一

穂

積

隆

信

邦邦
子子

3
序
の
舞

4
化
粧

上
・下

5
積
木
く
ず
し

由

唱

れ

町
寸
位

F

晴
晴

l

〉
刊
日
野
4

ポ
影
中
問

。
一
』
昌
司
会

下

3
n
問
分
の
日
時

日
刊
日

な

--EE一民
市

宮
時
間リ
ι
山

富

いい仰

い

司
E
4市
津

館
同
日
叫

S
刊
鳩

山併

問

凶

魚

開

、

:
休

4

も
大
切
な
こ
と
で
す

0

・
家
庭
設
計
で
は

(
左
記
の
と
お
り

家族ぐるみで取り組もう/四季別実践テーマ

て7

家族みんなで生活設計

親子で日記

子供に家族の一員としての役割を与える

聖子外に出かけ、野の花、草を訪ねる

日常の礼儀と作法

(rおはよう 」で一日をさわやかに )

時間を守る規則正しい生活

家族ぐるみのおつき合い

子
供
の
し
つ
け
は
、
言
葉
だ
け
で

は
、
十
分
で
は
な
い
。
目
に
訴
え

行
動
を
な
が
め
さ
せ
、
じ
か
に
体

験
さ
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
l

-

-

福
沢
諭
吉

山登りやキャンプ、ハイキング、水泳、

体力づくりに励む

-思いきり、夏のひざしをあ

びょう
夏

親子で読書(15分読書のすすめ)

楽しいスポーツ

-みのりの秋にしよう

郷土のよさを知る

ふるさとに伝わる民話、タ コアゲ、竹馬、

こままわし、いろはがるたに親しもう

歳末たすけあい運動

正月にそなえて、内外の整理

l年の反省

-ふるさとをみなおそう

-助けあい、励ましあおう

-市八

季

号

…

「
青

少

年

健

全

育

成

」

開
催
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
せ
…

い
ぜ
い
参
加
く
だ
さ
し

一

普

及

推

進

大

会

マ
と
き

3
月
ロ
日
出

…

よ
い
環
境
の
中
で
、
豊

か

な

情

操

と

午

後
l
時
初
分
か
ら

優
れ
た
創
造
性
、
社
会
性
を
も
っ
た
心
マ
と
こ
ろ
市
役
所
3
階
大
会
議
室

一
身
と
も
に
す
こ
や
か
な
青
少
年
を
育
て
マ
主
催
青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

…
る
た
め
に
、
家
庭

・
地
域
社
会
の
責
任
マ
共
催
魚
津
市
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
そ
の
活
動
を
広
く
市
民
に
マ
内
容
討
論
会
(
テ
ー
マ
「
明
る
い

呼
び
か
け
る
た
め
、
普
及
推
進
大
会
を
豊
か
な
家
庭
づ
く
り
」
)

品
川
町

ア践実

-我か家の年間計画をたてよう

-家族の儲lJ、分担をきめよう

・自然、にしたしもう

b、

-明るい環境をつくろう

らね

春

朱
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だより(3周〉

堀
井
医
院

3
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは ft22-2200 (内線231)

話12; 1 2J 1百|日 lii
(日) I (日) I (月)I (日) I (日)I (1司

桝
崎
医
院

松
井
医
院

松
本
医
院

米
沢
医
院

宮
本
医
院

吉

島宮

@
0
1
0
0

中
央
通
り

E
@
6
3
9
9
 

本

江
宮

@
0
7
4
5

北
鬼
江

宮

@
2
2
3
1

上
村
木

宮

@
7
7
7
7

新
角
川

宮

@
0
1
2
2

; ~ 12;12JI~1 日 li i

医魚|医柚|医小|竺近|医大|医山
院津|院木|院杉 I~ 藤|院菅|院内

歯| 歯| 歯|つ歯| 歯 | 歯
科| 科| 科|ク科| 科| 科

入
善
町
入
膳

宮

0
7
6
5
@
0
1
8
1

朝
日
町
沼
保

宮

0
7
6
5
8
②
0
0
5
7

入
普
町
入
膳
東
寺
田

宮

0
7
6
5
⑪
0
0
2
3

朝
日
町
荒
川

宮

0
7
6
5
8
②
0
0
6
3

入
善
町
入
膳

宮

0
7
6
5
⑪
0
0
5
8

朝
日
町
泊

宮

0
7
6
5
8
②
0
4
6
8

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 ~ヨ~ 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

3か月児健診 3か月児
3月10日(木) 13 : 00 -14 : 00 

3月24日休) 13: 00-14:00 

8か月児健診 8か月児
3月 4日倒 9:00-10:00 

4月 1日幽 9:00-10:00 

1歳 6か月児健診 56年 8月生れの幼児 3月17日幽 13: 00-14:00 
魚津保健所

55.2.16-2.28生れの幼児 3月 2日(水) 13: 00-14:00 
3歳児健診

55 . 3 .1-3. 15生れの幼児 3月 9日(水) 13 : 00 -14 : 00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 3月18日幽 9: 30-16:00 ーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・ーー参
母親学級は昼食をご

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 3月25日幽 9:00-12:00 
持参ください。

心の健康相談 一 般 市 民 3月15日(刈 13 : 30 -15 : 00 

健 康 相 談 一 般 市 民
3月15日(刈 13 : 00 -15 : 00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図 ・診察

3月14日(月) 13:00-15:00 松倉生活改善センター 血圧測定 ・相談

胃 がん検診 一 般 市 民
3月 9日(水) 9:00-10:00 

魚津市民会館 料金一一一.1，200円
3月11日幽 9:00-10:00 

婦人・乳房検診 一 般 市 民
3月11日倒 13: 00-14:00 

魚津市民会館
料金ー 婦人一一1，050円

3月14日(月) 13: 00-14:00 乳房……1，100円

。胃 、婦人・乳房検診希望者は実施日 10日前まで‘市生活環境課へ申し出てください。

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週月 ・木曜日 9:30-11:00 経団福祉会館
体操の出来る服装の

健 康 体 操 一 般 市 民 毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館
用意を願います。

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

へき地栄養学級 一 般 市 民 3月15日(火) 13:00-15:00 黒沢公民館

栄養指導車巡回
3月24日(木) 10 : 30 -12: 00 有山公民館

一 般 市 民
3月24日(木) 13 : 30 -15 : 00 上村木公民館

くキッチンカー〉 3月25日働 10 : 30 -12 : 00 石指公民館

3月25日幽 13:30-15:00 一回公民館

-第 1期=3回接種
13:00-14: 00 市民会館 -体温は自宅で計って

4月 5日現在 2歳
第l回目第2回目 第3回目 該当地区 きてください。

-母子健康手帳 ・印か

予
児(3歳児で、ま 4月 4月 6月

大町 ・村木・住吉 ・ ん持参ください。

百日せき だ接種の終了して 上中島 ・上野方・本 ※接種で会ない幼児

いない幼児も含む。)
5日ω 27日(7K) 22日(水)

江
@ 発熱、または心臓・じ
ん臓 ・肝臓疾忠などの

防
ジフテリア

-第2期=1回のみ
ために治療している幼児。

松倉 ・片員 ・加積 ・ @ 接種前、 1年以内に

破 イ纂 風 接種 4月 4月 6月
道下 ・経団 ・天神・

けいれんの症状を起し

接
第 1期を 2回-3 6日(水) 28日(木) 23日(木)

西布施
たことのある幼児。

く三種混合〉 回接種終了児で、
@ 過去において、この
予防接種により副反応

最終接種目後 l年 を起したことのある幼

種 を経過している 3
6月 受けなかった全地区 児。

29 日~K) の方
@ その他、接種を行う

歳児。 ことが不適当と認めら
れた幼児は接種できま

麻 し ん 18か月-36か月児
麻しん接種券は、 1歳 6か月児健診会場にて発 せんので注意してくだ

行します。 さし、。

、、1

・'''
an--

・・・・・・'''E‘、
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犬の登録と予防注射
生後90日以上の犬は、毎年 1回市役所に登録申請し 、

鑑札を受け、春と秋の 2回狂犬病予防注射を受けること

になっています。

春の登録と予防注射の日程は次のとおりです。

・登録手数料一一一一一一一一一一一一一-2，100円

・注射料一一一一一一一一一一一一一-1，240円

.注射済交付手数料一一一一一一一一一一一-360円

合計 3，700円

家
庭
の
健
康
管
理
は
主
婦
の
役
目
、

健
康
づ
く
り
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る

食
事
が
大
切
で
す
。
楽
し
く
料
理
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
申
込
み
者
に
は
後
日
案
内
書

を
差
し
上
げ
ま
す
。

マ
実
施
期
間
関
年
4
月
か
ら
印
年
3

月
(
ロ
回
)

午
前
9
時
初
分
か
ら
午

後
2
時
初
分
ま
で

マ
と

き

と き と 、守ーー ろ

4月4日(月) 9:00-9:30 西 布 施 J三~司、 民 館

11 10: 00 -10: 30 天 神 o 民 能

11 11 : 00 -11 : 30 片 員 /ι~、 民 鈍

4月 5日(刈 9:00-10:00 魚津市農協上野方支所

11 10: 30 -11 : 30 下 中 島 公 民館

4月 6日休) 9:00-11:00 大 町 o 民 書官

11 13:00-15:00 村 木 十- 校

4月 7日(木) 9:00-9:30 上 中 島 o 民館

11 10 : 00 -10: 30 (松倉)生活改善センター

11 11 : 00 -11 : 30 4ヒ 山 鉱 泉

4月8日陶 9:00-9:30 石 土亘 o、 民 館 |

11 10:00-11:00 加 公 民 官官

11 11 : 30 -12: 00 (江 口)江幡 三 治宅

4月 9日(-u 9:00-10:00 青 島 3 区公民館

11 10:30-12:00 経 田 公 民 館

11 13: 30 -15: 00 魚 i章 保 健 所

4月10日(日) 9:00-12:00 色 i宰 市 役 所

程日

ご三 色

22津
耳保 E

Z答
案

マ
と

ろ

マ

内

容

12 11 10 918 7 1 6 5 1 4 3 1 2 1 

来十 :tt邑 ガ 栄 高 !J巴 貧 力日

弓理勾食と￥ E 

調理 家 I#J f ヘ 講

理1 区 義 コニ 庭
31時400〉3時f9 S0 F 

展 来¥Il 学 JUl と
f生σ前コ 芸区

刷下IT':

主T' 織 、/ (4) 圧 部j J(IL 
蔵Jt宇

園 三℃ --義

反 平日 幻J 主ヂー ilTlZ 

予食前杷w 
1貧Ul 

f:li(: 『、、 ス ヨ手 身 f ヘ調

物 館i lレ タ 館i体 1時32 時3分1 0 0 理実省 児 土足
予防食

存 ク 『、、

半斗 来十
理来十1 

ナ 来十 illlJ 
会 理E 食 理E 食 食 食 理E 定 、ー習

H~J 南主 予 老 薬 イカ本 市 栄 栄 栄 壬と 健 f ヘ 義講
立 |坊 人 σコ 政 義 義 義 衆 康

3主1時40J1時13 盛註主議
イ乍 核iずj' 知

ヲ戸

/'¥ 学 学 学 f街 如H、z
ス

:J:'¥: 成 Hf ，i益 識 ス (3) (2) (1) 生 理1

ιvat-myew-nwaAN机

マ
経

費

実

習

材

料

費

一
回
三
百
円

マ
申
込
先
魚
津
保
健
所
(
宮
⑫
0
3

5
9
)
ま
た
は
市
役
所
生
活
環
境

課

(宮
⑫
2
2
0
0
内
線
制
)

マ
申
込
締
切
日

3
月
訂
日
制

一。ハ

l
ト

で

働

く

一

一

看

護

婦

募

集

一

+

市
役
所
生
活
環
境
課
で
は
、
成
人

-

一
病
検
診
、
予
防
接
種
が
始
ま
る
4
月

一

十
か
ら
叩
月
ま
で
の
問
、
パ
ー
ト
で
看

-

+
護
婦
の
協
力
者
を
求
め
て
い
ま
す
。

-

↑

ロ
時
半
か
ら
4
時
ま
で
の
勤
務
で

↑

+
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
生
活
環
境
課

-

一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話

一

-
魚
津
市
役
所
(
内
線

2
3
1
)
へ。

-

F
4
1
4
''
i
i71
411
1
4
4
4
-

こ
の
た
び
、
水
族
館
に
ア
ザ
ラ
シ
二

頭
が
お
目
見
え
し
、
子
供
達
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。
水
族
館
で
は
か
親
し

み
の
あ
る
水
族
館
づ
く
り
H

を
目
標
に

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し

て
こ
の
ア
ザ
ラ
シ
君
達
の
愛
称
を
募
集

し
、
み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
か
わ

い
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

E
応
募
要
領
軍

マ
ア
ザ
ラ
シ
の
種
類

ご
ま
ふ
ア
ザ
ラ
シ
(
オ
ス

・
メ
ス
各

一
頭
)

マ
応
募
対
象

水
族
館
有
料
入
場
者
の
う
ち
、
中
学

生
以
下
(
一
人
一
葉
)

マ
応
募
期
間

昭
和
問
年
3
月
1
日
1
3
月
白
日

マ
入
賞
規
定

応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
、
ア
イ
ド
ル
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
作
品
二
点
(
オ
ス
・

メ
ス
各
一
点
)
を
選
出
す
る
。
同
名
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、

佳
作
各
五
点
以
内
を
選
出
す
る
。

マ
応
募
方
法

入
館
す
る
際
に
所
定
の
用
紙
を
う
け

と
り
、
帰
る
ま
で
に
投
票
す
る
。

マ
結
果
発
表

昭
和
回
年
4
月
日
日

入
賞
者
に
は
直
接
通

知
し
、
市
広
報
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
水
族

館
内
に
て
公
表
す
る
。

詳
し
く
は
、
水
族
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。g

M
1
4
1
0
0
 

グ
子
ど
も
の
広
場
d

ヘ
集
合
H
H

一

日
間
温
閉
山

宮
(⑪

2
4
0
2

今
月
も
、
映
画
会
や
オ
セ
ロ
大
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
小
学

生
以
下
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
ま
っ
て

い
ま
す

l
l
今
月
の
お
知
ら
せ
|

|

〔
工
作
の
日
〕

ω1附
2
時
i
5
時

〔
一
輪
車
教
室
〕

附
3
時
i
5
時

〔
体
力
測
定
〕

ロ
日

ω2時
l

〔
映
画
会
〕

日
日
同
叩
時
初
分
1

「花
と
モ
グ
ラ
」

「
ベ
ル
と
か
い
じ
ゅ
う
王
子
」

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
調
べ
〕

目
白
川

2
時

1

〔
オ
セ
ロ
大
会
〕

お
日

ω
2時
i

申
し
込
み
は
、
出
日
ま
で
。

(15) 
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-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

ピ
ト | トリ申みlしT 扇 4 

会記念t奏貧 第困5 高奏a金貧 T 困
り 郷土民Zま轟 第固4 

量』主* 品晶R畿 器目郷 表大発会 生i数育学習屋 第回4 
{崖ア )ン ~I

発会表ノ

コエコ

市月 物ンレン

サlクト サlラプ 名

民dZ』玄
つ

3日(日) 2日ti:l 27日(日) 21日(視) 20日(日) 7日(月) 6日(日) と

PM2時~ PM 6 ~寺~
館大

PM2時一 PM2時~ AM11時~ PM 6時~ PMl 時~ き

無料
前売券 1，000円

未定
盤理券 前売券 会員券 1，400円 経理券

料場入
当日券 1，200円 ホ 300円 1，500問 一般券 2，000円 (無料)

数案ノ 者削洋子ピ 捧信 間進重器魚 団 経女高図少 cgll プラス 潟学校魚高等E 2 空民Eみ岳
劇t~ おづう

民館 魚津市公中央
Jレ 王

催物
ノf

おや
{躍

ン 者
ア ド IJ) 」ー.

-
昭
和
弱
年
度

森
林
総
合
整
備
事
業
の

希
望
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

市
で
は
日
年
上度
か
ら
森
林
総
合
整
備

事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
回
年
度
(
第
4
年
次
)
の
希
望
申
込

み
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
植
栽
か
ら
保
育
に
い
た
る
一
貫
し

た
造
林
事
業
を
集
団
的

・
計
画
的

・
組

織
的
に
実
施
し
、
森
林
の
面
的
総
合
整

備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

市
が
森
林
所
有
者
の
希
望
に
よ
り
、
計

画
を
組
み
、
補
助
事
業
と
し
て
森
林
組

合
が
施
行
し
ま
す
。

@
事
業
の
内
容
お
よ
び
採
択
基
準

・
造
林
事
業
(
再
造
林
・
拡
大
造
林
)

・
保
育
事
業
(
下
刈

・
雪
起
し

・
除

間
伐
)

・
こ
れ
ら
に
付
帯
す
る
作
業
路
の
開

設
※
こ
の
事
業
は
森
林
所
有
者
の
皆
さ

ん
が
希
望
す
る
地
域
で
u
h
以
上

の
ま
と
ま
り
が
あ
れ
ば
対
象
と
な

り
ま
す
。

@
補
助
さ
れ
る
率

各
事
業
と
も
場
所
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
お
お
む
ね

(
再
造
林
ω

i
印
%
、
拡
大
造
林
釘
%
)
(
保
育
ω

i
ω
%
)
ぐ
ら
い
で
す
。

※
造
林
事
業
は
、
森
林
資
源
整
備
の

基
本
を
な
す
も
の
で
す
。
森
林
所

有
者
で
人
手
が
足
り
な
い
、
資
金

難
で
持
ち
山
の
手
入
れ
の
出
来
な

い
方
は
、
3
月
末
日
ま
で
に
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
の
内
容
、
申
込
み

方
法
等
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
農
林
土
木
課
、
ま
た
は
森
林
組
合
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。宮

②
2
2
0
0

経理
募集職種 年骨骨 性別 1'( 金 勤務i也 人民

資絡経験
番号 その{也

1 建築主任 20-45 男 13-17 円フ7 市 内 2 一tF級建免築士

2 庖 員 18-30 男 10-12 市 内 2 普免

3 運転手 21-35 男 12-19 市 内 5 大免 ・普免

4 プレス工 18-40 男 12.5-16 市 内 10 製缶工

5 菌日 管 18-60 男 12.5-17.5 市 内 5 普経験i免長逃

6 事 務 18-35 女 8.5-9.5 宮 i* l 普免

7 庖 員 26-35 女 9.6-12 上村木 2 不問

8 事庖務兼只 19-30 女 8-9 真成寺町 2 普簿記免3級

9 軽作業 20-45 女 8.75 三ケ l 

10 旋盤工 18-45 女 8.75 三 ケ 2 

く求人情報〉早急に人を求めていますグ-
「
耳
の
日
」

無
料
相
談
会
の
開
催

シ
月
ゲ
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
が
、

こ
れ
を
-
記
念
し
て
耳
の
検
査
や
補
聴
器

の
交
付

・
修
理
な
ど
の
相
談
会
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

最
近
、
耳
が
遠
く
な
っ
た
、
耳
の
調

子
が
変
だ
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
が
、
程
度

が
重
く
な
っ
た
、
な
ど
と
お
感
じ
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
印
鑑
と
身
体
障
害
者
の

方
は
身
障
者
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
主
催
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
尚
子
会
富

山
県
地
方
部
会

3
月
5
日
仕

午
前
日
時
か
ら
ロ
時
ま
で

マ
日

時

盤理
希望職鰻 年齢 性別

希望
前 歴 学廃 免

番号 賃金

1 経 理 35 男
18 問アヲ

経 理 11年 大卒 普免

2 営 業 31 男 20 営業 12年 高卒 普免

3 自態管理 60 男 15 自繋 30年 旧中卒 大2級2航幣1~iけゴ
4 工場板金 56 男 15 板 金 22年 高小卒 H年J喪・Jグfトレ

ーン王

5 雑 役 60 男 10 配自衛送隊412年年 高小卒 普免

6 事 務 23 女 9 一コン事ビ務ュ4ー年タ 高卒 普免

7 事トレー務ス 26 女 8.5 事ト 務レ ー3 年ス 高卒: 普免

8 庖 員 23 女 9 手カ口文ナ タタ イイ ププ 高 卒 普免

9 応 員 19 女 9 底員 2 年 高卒

10 食品製造 38 女 8.5 食品製造 中卒

く求職情報〉緊急に職を探しています.グ

マ

場

所

マ
担
当
医

市
民
会
館
2
階
会
議
室

加
納
隆
先
生

-
市
民
の
た
め
の
教
養
セ
ミ
ナ
ー

開
講
の
お
知
ら
せ

マ
A

コ
l
ス

古
典
文
学
を
読
む
会

4
月
刊
日

ω開
講
ロ
回

毎
週
火
曜
日

夜
7
時
j

8
時
半

講
師
春
日
利
比
古

ヘ
洗
足
学
園

J

F

魚
津
短
期
大
学
助
教
授
」

「
世
間
胸
算
用
」
を
影
印
本
で
読
む

マ
B
コl
ス

近
代
文
学
を
読
む
会

4
月
日
日
幽
開
講
ロ
回

毎
週
金
曜
日

夜
7
時
1
8時
半

八
木
光
昭

講
師

ヘ
洗
足
学
園

J

/
魚
津
短
期
大
学
専
任
講
師
」

「
日
本
短
篇
小
説
明
治
・大
正
篇
」

を
読
む

マ
場
所
サ
ン
ル
ー
ト
魚
津

マ
受
講
料

ロ
回
分

三
、
0
0
0円

マ
締
切
日

3
月
白
日
同
ま
で

(多
数
の
場
合
は
先
着
順
)

マ
申
込
先
魚
津
市
教
育
委
員
会

社
会
整
胃
課

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

法
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
職
業

・
講
座

名

(
A
か
B
)
を
-
記
入
し

て
申
し
込
む
。

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

魚
津
市
整
宵
委
員
会

サ
ン
ル
l
ト
魚
津

マ
方

-
主
催

・
後
援

・
協
賛

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

く宮 24-0365>へお問い合わせください。
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-
高
齢
者
の
た
め
の
軽
作
業

市
で
は
今
年
も
4
月
か
ら
高
齢
者
の

心
身
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
軽
作
業

を
実
施
し
ま
す
。

作
業
の
内
容
は
市
の
公
共
建
物
、
公

園
の
清
掃
及
び
草
む
し
り
な
ど
の
簡
単

な
も
の
で
す
。

期
間
は
4
月
か
ら
叩
月
ま
で
の
う
ち
、

土

・
日

・
祝
祭
日
及
び
雨
の
日
を
除
い

て
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
で

す
。作

業
に
従
事
さ
れ
た
日
数
に
応
じ
て

謝
礼
(
一
日
に
つ
き
一
、
七

O
O円
)
を

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
の
資
格
は
、
市
内
居
住
者
で
、

満

ω歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。
申
込
書
に
健
康
診
断

書

・
住
民
票
を
添
え
て
市
社
会
福
祉
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
締

魚:孝命O'e然 魚族紹介(川

まぼや(原索動物)

切
は
3
月
四
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
n
l
2
2
0
0
(内
線

2
2
0
)

-
身
体
障
害
者
の

介
護
者
感
謝
の
集
い

日
頃
、
身
体
障
害
者
の
介
護
を
な
さ

っ
て
い
る
家
族
の
方
々
の
ご
苦
労
に
対

し
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
感
謝
の
意
味
で

次
の
日
程
に
よ
り
「
感
謝
の
集
い
」
を

実
施
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
と
と
も
に
福
祉
の
向
上

を
願
い
、
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

マ
主
催

マ
日
時

午 3 魚
相前月 津
談 10 13市
会時日身

か(日)f:ー
ら 障
12 害
時者
ま連
で令

.L， 
Zエ

日本各地の沿岸の岩

場にほ着するが，東北

地方で多産し，養殖も

行なわれている。体長

は15anに達し，鮮やか

な赤撞色で，多くの乳

房状の突起をもっ。上

部の入水孔より海水を吸

い込み，鯨のうという網

状の袋でブランクトンな

どをこしとり胃に送り込む。消化され疋糞は，こさ

れだ週水と共に出水孔より排泊される。初夏ガシュ

ンで，厚い外皮をはいで中の肉を生で食べる。コリ

コリしだ歯ざわりと特有の香りガあり珍昧である。

午
後
1
時
か
ら

松
声
会
に
よ
る
唄
と
踊
り

マ
場
所
百
楽
荘

マ
そ
の
他
参
加
料
は
無
料
、
昼
食
提

供

-
就
学
援
助

グ
児
童
・
生
徒
に

学
用
品
費
な
ど
援
助
グ

市
で
は
、
小

・
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
う
ち
、
経
済
的
理
由
で
就
学
に
お
困

り
の
方
に
対
し
、
学
校
で
必
要
な
学
用

品
な
ど
に
つ
い
て
援
助
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
と
な
る
方

・
現
在
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
。

.
前
年
4
月
以
降
に
生
活
保
護
の
廃

止
、
ま
た
は
停
止
を
受
け
た
方

0

・
そ
の
他
、
収
入
の
程
度
か
ら
み
て
、

援
助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
。

マ
援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

魚津善意銀行へのご寄付
/ 

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
、
校
外
活
動
費
、
遠
距
離
通
学
費
、

医
療
費
な
ど
。

マ
申
請
の
手
続
き

学
校
ま
た
は
整
同
委
員
会
学
校
教
育

課
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
-
記
入
し
て
、
児
童
生
徒
の
通
学
す

る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
整
宵

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
請
の
受
付

・
受
付
け
期
間

4
月
8
日
幽

l
n日

ωの
日
曜
日

を
除
く
は
日
間

午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま

で
。

・
受
付
け
場
所

市
役
所
4
階
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課

お
問
い
合
わ
せ
は

8
n
l
2
2
0
0
(内
線

3
0
6
)

605円

106，785円

38，119円

1，930円

196，099円

37，413円

34，060円

70，752円

9，000円

30，000円

10，000円

30，000円

20，000円

5，054円

5，785円

18，381円

121，015円

-
母
子
家
庭
の

新
入
学
児
童
並
び
に

中
学
入
学
児
童
の
激
励
会

今
春
新
入
学
児
童
並
び
に
中
学
入
学

児
童
に
対
し
て
、
左
記
の
日
程
に
て
激

励
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
母
と
子
同
伴
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
初
日
制
叩
時
よ
り

マ
場

所

市

役

所

3
階
大
会
議
室

-
L
Pガ
ス
の
点
検

3
月
は
、
西
布
施

・
松
倉
各
地
区
で

実
施
。
点
検
に
は
県
L
P
G協
会
魚
津

支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。う

っ
か
り
誤
操
作

大
事
故

・
冷
ツ
グ

遊
び
コ

ッ
ク
に
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ

の
装

着
を
確
実
に
し
て
く
だ
さ
い
。

110，710円

25，000円

10，000円

10，000円

3，000円

50，000円

10，000円

30，000円

20，089円

30，000円

50，000円

※受付ーけの順番で掲載し てい ますが、紙面の
都合で一部次の号以降になります。

匿 名

古 田甚蔵東城

北税会代表 !京菊男

森 武夫本~T新町.

魚津市iHf:洋 少年団

魚津ラグピースポーツ 少 年 団

明民幼椛国母の会

魚、j京ライオンズクラブ

紺屋町婦人会

上野廼武本町二丁目

吉 111奇すみ子 北鬼江 l区

新川信用金庫信金会 代表吉井正男

魚津麺矧飲食業組合

杉本よしゑ 青島

北 出 重 雄 本江

経田水泳スポーツ少年団

北電(陶魚津営業所東栄町・本江新町、
}各婦人全

北電(拘魚津電力所 並木町・新金屋町，

魚 津 西ロ ータ リークラブ

北陸電労魚津分会・黒部分会青婦部

魚津神職会

魚津自動 車学校

林 周治友道本町

山口松之助 新宿

武限 71.京三 小 菅沼

多 東 孝 吉 新角川 二丁目

魚津運輸(鮒

三日 市文彦

広田勇

新角川 二丁目

プミ自1511..
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明
治
叫
年
北
陸
線
開
通
と
と
も
に
建
築
さ
れ
た
魚
津
駅
舎
も
、
大
量
の
輸
送
に
十

分
な
役
割
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
幻
年
駅
改
築
促
進

委
員
会
を
設
立
昭
和
初
年
4
月
に
新
駅
舎
が
完
成
し
た
。
同
年
に
魚
津
駅
周
辺
の
整

備
計
画
が
立
て
ら
れ
た
が
、
お
り
し
も
昭
和
泊
年
の
大
火
災
の
た
め
年
度
計
画
を
全

う
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
お
年
か
ら
名
称
も
魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
必
年
3
月
に
現
在
の
魚
津
駅
前
へ
と
変
革

し
た
。

、/， 

三
月
は
、
卒
業
式
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
将
来
へ
の

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
、
巣
立
っ
て
行
く
若
者

た
ち
の
未
来
に
幸
多
か
れ

と
祈
り
ま
す
。

卒
業
式
で
思
い
出
す
の
が
『
蛍
の
光
』

で
す
。
こ
の
歌
の
原
曲
は
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
謡
と
い
わ
れ
、
日
本
で
歌
詞

が
付
け
ら
れ
、
明
治
十
四
年
に
文
部
省

編
集
の
小
学
唱
歌
集
に
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
作
詞
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

っ
て
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

『蛍
の

光
、
窓
の
雪
』
と
い
う
歌
詞
は
中
国
の

故
事
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。

中
国
の
晋
の
時
代
。
車
肱
と
い
う
人

は
、
家
、
が
貧
し
く
灯
油
も
買
え
な
い
の

で
、
ホ
タ
ル
の
光
で
勉
強
し
、
ま
た
、

そ
ん
ニ
今

孫
康
と
い
う
人
は
雪
明
か
り
で
勉
強
し

て
立
身
出
世
し
た
ー
ー
と
い
う
話
が
元

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
『
蛍
の
光
』
と

は
蛍
光
灯
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
現

代
っ
子
に
は
通
用
し
な
い
話
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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編集予

印刷/魚津田制株式会社

圃盟理圏盟・

編集/企画広報室

人(前月始。

24，096 (ー11)

26，061 (+4) 

50， 157 (ー 7) 

13，308 

200. 75klT1' 

7.9km 

( 1月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海外線


